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日本建築学会 環境工学委員会建築設備運営委員会 2009年度第２回議事録 
 
Ａ．日 時：2009年 7月 1日（水）  午後 4時 30分～午後 6時 40分  
Ｂ．於  ：本会会議室  
C．出席者：宇田川光弘（主査）、（柳井崇（幹事））、羽山広文（幹事）、 

委員：(赤司泰義)、（秋元孝之）、(石川幸雄)、石野久彌、(猪岡達夫)、（川瀬貴晴）、(郡公子)、 
小林陽一、（斎藤忠義）、坂上恭助、(相良和伸)、佐倉勇、佐野武仁、（高井啓明）、 
高草智、竹倉雅夫、(寺野真明)、(長井達夫)、中島康孝、(中野淳太)、（永峰章）、 
(二宮秀與)、(野部達夫)、（本間睦朗）、(吉田治典) （   ）は欠席 

D．議 題： 
１．式次第 資料 No.2-1 
２．前回議事録  資料 No.2-2 
２．委員/小委員会/WG名簿 資料 No.2-3 
３．環境工学本委員会の報告 資料 No.2-4 
４．小委員会の報告 
１）ソーラー建築情報小委員会（石川主査） 資料 No.2-5-1 
２）環境選択型空調設計（野部主査）  
３）気象データ（二宮主査）  
４）次世代排水システム（坂上主査）  
５）環境建築設計法（羽山主査） 資料 No.2-5-5 
６）ガラス建築情報WG（佐野主査） 資料 No.2-5-6 
７）アカスタ環境設備要求条件検討WG（中島主査）  

５．第５回設備シンポジウム（2009年 12月 15日）  
１）第 5回建築設備シンポジウム テーマについて（柳井幹事）資料 No.2-6-1 
２）参考資料（2008建築設備技術会議） 資料 No.2-6-2 

６．その他 
E．議 事： 
１．前回議事録が紹介され、了承された。 
２．委員/小委員会/WG名簿の確認 
 ・ガラス建築情報WGの委員は事務局あてに提出している。 
 ・環境建築設計法小委員会は２名の公募委員があり、了承された。 
 ・アカスタ環境設備要求条件検討WGは７月末締め切りで公募を行っている。 
３．環境工学本委員会の報告 
 ・3.(1).7項目、提言「建築分野の地球温暖化ビジョン 2005」の 2005が妥当か確認する。 
 ・4.(5) 細分類・細々分類で不要な項目、不足する項目（該当する項目がない）の確認が必要 
である。 

４．小委員会の報告 
 １）ソーラー建築情報小委員会（石川主査） 
・2009/6/1開催の第１回ソーラー建築情報小委員会について、資料No.2-5-1を基に中島委員 
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 から報告された。次回委員会開催は 2009/7/24を予定している。 
２）環境選択型空調設計小委員会（野部主査） 
 ・小委員会関係者が不在で報告なし。 
３）気象データ（二宮主査） 
 ・小委員会関係者が不在で報告はなかったが、新型インフルエンザ流行のため、開催予定の 
委員会が開催できなかったことが捕捉された。 

４）次世代排水システム小委員会（坂上主査） 
 ・坂上委員から 2009/4/21開催の小委員会、2009/6/9開催のサイホン排水の見学会について 
報告された。  

５）環境建築設計法小委員会（羽山主査） 
・2009/5/28開催の第１回環境建築設計法小委員会について資料 No.2-5-5を基に羽山幹事 
 から報告された。 
・公募で応募のあった市川尚紀君（近畿大学）、木幡悠士君（NTTファシリティーズ）を委 
員にすることが了承された。次回委員会開催は 2009/8/3を予定している。 

６）ガラス建築情報WG（佐野主査） 
・佐野委員から資料No.2-5-6を基にガラス建築情報WGの活動状況が報告された。また、 
 シンポジウムの計画案が謀られ、主催は設備運営委員会であること、開催時期は 2010年 
１月から３月の間とすること、2009/9/25開催の環境工学本委員会へ提出することが了承 
された。 
・出版図書（ガラス建築 意匠と機能の知識）が紹介された。 
・シンポジウムでは出版書籍が委託出版のため、シンポジウムのテキストにすることは可能 
だが、参加費に書籍代金を含めること、受付と同時に販売することができない。書籍販売 
に関しては今後、ガラス建築情報WGと事務局とで確認して進める事が必要である。 

７）アカスタ環境設備要求条件検討WG（中島主査） 
 ・中島委員からアカスタ環境設備要求条件検討WGの活動状況が報告された。 
 ・設備設計図書に関するアカデミックスタンダードのシンポジウムを 2009/10/26に開催し、 
  パブリックコメントを求める。出版は 2010/3/31を予定している。 
５．第５回設備シンポジウム（2009年 12月 15日）  
  ・資料 No.2-6-1を基に協議した結果、開催日を 2009/12/15、タイトルを「環境建築の最先端 

設計技術」、素案の各項目で進めることで合意した。 
  ・各項目で 2～4題（合計 15～17題）の講演、各講演時間は 15～20分、最後にパネルディ

スカッションを設ける。 
  ・本日の検討結果を反映したプログラム案を設備運営委員会各位で送付し、2009/7/21まで 

に講演者および講演タイトルの案を幹事（羽山、柳井）まで提出し、7/30の環境工学本委 
員会へ提出するとともに、８月末までにプログラム案を完成させる。 

７．次回予定 
第３回 10/2金 16:30～18:30、第４回 11/2月 16:30～18:30、第５回 2月 日程未定 

以上 


